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４．１０．１ 燃焼器具等の登録・更新

得意先にどのような消費設備器具がついているか、また取り付けてからの経過年数はどれくらいに

なるかを管理します。修理の依頼があったときの対応や、買い替え時期の把握に便利です。

ここに登録されるデータには、２とおりの入力方法があります。

１．売上伝票の入力時に自動登録する。

得意先マスターに、器具の自動登録の指定があり、商品マスターに自動登録の指定があ

れば、売上時に自動登録します。

２．本節で説明するプログラムでメンテナンスする。

古いデータを売上伝票で入力するわけにはいかないので、このプログラムでメンテナン

スします。登録のほか、更新／削除が行えます。

「保安マスタメンテナンス」のサブメニューと互換性があります。

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードを入力

② 得意先名と、現在設置されている消費設備の内容が表示されます。

５コ以上あるときは、

PF7 次の画面

PF8 前の画面

でスクロールすることができます。１得意先には、９９コの明細が登録可能です。

21/04/23

燃焼器具等の登録・更新



4.10.1-2

③ 新しく登録するときは、NOに最終番号の次の番号を入力して下さい。前記の例では、

３「Enter」

とします。明細の入力を行って「enter」を押すと、上段に１行追加されます。続けて登録する

ときは、その次の番号を指定します。NOを０にすると、終了になります。

④ 更新するときは、表示されている番号を指定します。例えば、１行目を修正したいときは、

１「Enter」

とします。下の段に内容がコピーされます。

任意の箇所を修正し、「Enter」を押すと上段の枠の中で入れ替わります。

NOを０にすると、終了になります。

「メーカー名」「器具名」「ガス栓」「接続管」「燃焼器区分」「給排気」「設置場所」

の箇所で、［検索］(=黄色のバー)をクリックすると、ガイド画面が出てきて、入力が

スムースに行えます。

例：メーカー名

これらの、名前は、「名称マスタ」で変更が可能です。

（注)メーカー名、器具名については、直接名称が入力できるようになっており、

コード化していません。従って、「名称マスタ」で、コードの内容を変更しても、

登録内容は変わりません。

⑤ 削除するときは、更新と同様に、明細を下の段に移してから、メーカー名、器具名をスペー

スにします。「Enter」を押すと、上段の該当欄が空欄になります。削除しても明細は、上

には詰まりません。（詰める処理は、データベースの再編成で行っています）
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⑥ 確認

ＹＥＳ＝Ｆ９，ＮＯ＝Ｆ１１確認

PF9 を押すとデータの更新／追加を行います。

PF11 を押すと更新／追加は行われません。

PF1 を押すと直前の入力項目へ戻り、修正が行えます。
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４．１０．２ 燃焼器具等の買替需要リスト

得意先にどのような消費設備器具がついているか、また取り付けてからの経過年数はどれくらいに

なるかを管理します。修理の依頼があったときの対応や、買い替え時期の把握に便利です。

ここに登録されるデータには、２とおりの入力方法があります。

取り付けてから、任意の年数が経過した器具をもつ得意先を印刷します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①範囲の指定

1.取付年月で指定します。

2.製造年月で指定します。

年月は、西暦(YYYYMM)で、指定します。省略すると日付のチェックは行わないので、

全体を指定したことと同じになります。

②得意先

得意先の範囲を指定する場合に入力します。

③メーカー

抽出したいメーカーの名称を指定します。［検索］ボタンで、メーカー名一覧から

指定することも可能です。

省略するとメーカー名のチェックは行いません。

④器具名

抽出したい器具の名称を指定します。［検索］ボタンで、器具名一覧から

指定することも可能です。
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省略すると器具名のチェックは行いません。

⑤型式

抽出したい型式を指定します。半角の文字列です。

指定した文字数分だけの部分検索を行います。

省略すると型式のチェックは行いません。

⑥分類方法

印刷順を、１～６で指定します。

担当は、営業担当を意味します。

⑦燃料種類

器具に登録されている、燃料の種類を指定します。

チェックが不要な場合は、「９」を指定します。
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４．１０．３ 貸与設備情報の更新

得意先に設置されている、供給設備や消費設備には、貸出しした状態のものがあります。このプロ

グラムでは、その設備の登録／更新と、どのような設備が貸与状態なのか把握します。

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードを入力

② 得意先名と、現在設置されている供給設備と消費設備の内容が表示されます。

③ 担当者コード、貸与日、そのときの価格、貸与フラグをセットします。

貸与フラグが、１のものだけが貸与状態になります。

担当、貸与日、金額は必須入力ではありませんが、原価消却などに使用することも考え

れば、貸与時点での金額を入れておくとよいです。

この画面には、追加の入力はできません。他の設備があるときは、「保安管理」の「設備

情報の登録」で、他の燃焼器具があるときは、「取付器具情報の入力」で追加して下さい。

１得意先に、１６項目まで管理できます。

このプログラムでは、「設備」「器具」を個別に登録管理しますが、全体的な管理、あるいは

項目を自由な文書で記入する場合には、「マスタメンテナンス」メニューの「簿価マスタ」を

使用することができます。

21/04/23 03.07.16
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４．１０．４ 貸与設備情報の印刷

登録してある、貸与設備の一覧表を印刷します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①起動すると、「設備名称」と「器具名称」を読み込むために、少し時間がかかります。

②得意先コード

抽出する得意先の範囲を指定します。

省略すると全得意先が範囲になります。

③貸与日

貸与した日付の範囲を指定します。

省略すると、日付のチェックを行いません。

④設備選択

0.設備のチェックを行いません

1.設備名称に指定した設備の検索を行います。

⑤器具選択

0.器具名称のチェックを行いません。

1.燃焼器具名称に指定した器具の検索を行います。

⑥分類方法

印刷順を、１～６で指定します。
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４．１０．５ アラカルト

画面に表示されている項目から、３０種類までを選択して、任意の一覧表が作れます。項目は

３０種類まで指定できますが、１行の印刷桁数が１３６桁なので、文字数オーバーになることが

あります。その場合は、印刷せずに、ＣＳＶ出力して下さい。

(a) 画面

(b) 操作手順

① 見出し

任意の文字を全角で入力します。

② 範囲

分類キーに従って、取り出したい範囲を指定します。

例えば、得意先コードを取り出すならば、始めに、「１」を入力して、得意先コードの

範囲を入力します。上の例は、コード０１ｘｘｘｘｘが印刷対象になります。

③ 分類キー

印刷の順番を指定します。範囲の順番と同じである必要はありません。

④ 印刷内容

３０項目まで指定できます。順番は任意です。

指定画面は、複数ページあります。［次画面］［前画面］でスクロールすることができます。

⑤ 行間隔

明細行の間をあけて印字するときに指定します。省略すると、空行はなしで、べた印字します。

例えば、１を指定すると、各明細の間に、１行のスペースが空きます。

⑥ 改ページ
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コード順に印字したときに、改ページするタイミングを指定します。例えば、２とすると、

２桁目の文字が変わったところで、改ページします。

＜便利機能＞

このプログラムでは、使用した選択内容を記憶することができます。使用する場合は、見出し

を必ず入力して下さい。

次回起動したときに、「↑」「↓」で、前回までに実行した機能を探すことができます。

機能が見つかったら、「印刷」指定を選択して、そのまま「Ｅｎｄ」で実行することが

できます。

機能がみつからないときは、新たに「印刷内容」を指定して下さい。追加でき記憶されます。

◎記憶されるのは、２００行までです。

＜ファンクション＞

・画面を送るには、［次画面］

・画面を戻すには、［前画面］

・見出しの入力時に、［新規］をクリックすると履歴ファイルに、新規で追加されます。

・［INIT］は、履歴ファイルを初期化するときに使用します。

「初期化して良いか？」聞かれるので、良ければ「Ｙｅｓ」として下さい。
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４．１０．６ 宛名ラベルの印刷

請求書などの宛名に使用するアドレスタック・シールの印刷を行います。

その性質上、

請求書の発行

買い換え器具需要リスト

の実行後には、そのラベルを発行できるようにしてあります。

(a) 画面

(b) 操作手順

①範囲

1.得意先コードで指定するときは、取り出し範囲も指定します。範囲を省略すると、全得意

先が対象になります。

2.直前の分類データで指定するときは、前述のプログラムであることを確認して下さい。

3.テキストファイルを指定のときは、C:\LPG\KYLADDR4.TXT を元にして印刷しますので

必要な得意先だけを編集して出したいときに便利です。

（ファイルの作成方法はサポート担当者までご連絡下さい）

②部数

部数は、同じラベルを何枚印刷するかを指定します。

発送回数の多い得意先のために、たくさん作成しておくのに便利です。

用紙は、横に４列、縦に６列で１枚に２４枚あります。たくさん作る場合は、４の倍数にす

ると良いでしょう。

③位置

１～１２で指定します。
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１頁に１２枚のシールがありますが、そのどこから印字するかを指定します。

規定は「１」です。

印刷用紙

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９ １０

」 １１ １２

④条件

0.無条件

1.自動検針のお客だけを選択

⑤用紙指定が次のものを除く

得意先マスターメンテナンスの［請求用紙］と関連します。

☑をした用紙に該当する得意先には出力されません。

⑥状態ｺｰﾄﾞで、抽出したくない得意先を指定できます。指定したｺｰﾄﾞと一致する「状態」の

得意先は抽出されません。
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４．１０．８ 作業指示書の作成・更新

作業指示書は、得意先状況問合せから、関連機能として実行されることが多いですが、単独

でも実行できます。

(a) 画面１

(b) 操作手順

①機能

［新規作成］を選択すると、「画面２」に移ります。

［検索］を選択する、この画面で、記録されている作業指示書の検索ができます。

②日付

検索したい、およその日付を入力します。（初期値では全部）

1.指示書を入力した日付を指定します。

2.指示を受付した日付を指定します。

3.作業を行う予定日を指定します。

③得意先

抽出したい得意先の範囲を指定します。

省略すると全部を検索します。

④受付担当

受付を行った担当者のコードを指定します。

⑤予定担当

作業を行う予定の担当者のコードを指定します。

21/04/23
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⑥条件

1.作業の完了したものは除きます。

2.作業の完了したものも含みます。

⑦検索に合致すると、次のように表示されます。最大１０００件までの表示です。

更新等を行いたい場合は、［入力日］の日付欄をクリックします。
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⑧カーソルが［担当者］に止まります。

・作業を完了させるには、［担当者］から［作業内容］までを入力します。

・指示内容を変更するには、［内容修正］をクリックします。

・以前に発行した、作業指示書を再度発行するには、［再印刷］をクリックします。

・この作業指示を保留するには、［保留］をクリックします。

・この作業指示を無効にするには、［削除］をクリックします。

＜注＞ここから「検索」画面には戻れません。

(c) 画面２

(d) 操作手順

この画面では、得意先を指定して、新規に作業指示を登録します。

登録完了時に、一太郎ビューワを使用して専用フォーマットで、「作業指示書」を印刷し

ます。印刷書式は、一太郎を使用してある程度任意に作成できます。
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４．１０．９ 作業指示書未完了リスト

登録されている作業指示書を検索することができます。

(a) 画面

(b) 操作手順

①受付担当

指定すると、受付担当で検索を行います。

②予定担当

指定すると、作業予定担当で検索を行います。

③地区

指定すると、地区コードでの検索を行います。

④得意先範囲

指定すると、得意先の検索範囲を決めることができます。

⑤日付範囲

指定すると、その日付内の「作業指示書」を検索します。

指定する日付が、１．予定日なのか、２．受付日なのかを指定します。

⑥条件

0.未完了の指示書を検索します。

1.完了した指示書を検索します。
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2.完了／未完了に関係なく、指示書を検索します。

⑦結果が表示されます。

「受付日」の日付をクリックする、作業指示入力画面に移り、作業結果の入力等が行え

ます。

［地区順］～［得意先コード順］をクリックすると並べ替えを行うことができます。

⑧☑印刷する にして、［印刷］をクリックすると、検索内容が印刷されます。

☑をいれずに、［印刷］をクリックするとＣＳＶ出力だけを行います。

⑨［戻る］は、検索の先頭に戻ります。
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４．１０．１０ 作業指示書をメンテナンス

得意先から、登録されている作業指示書を呼び出して、内容を変更することなどができます。

(a) 画面

(b) 操作手順

①得意先を指定します。

②登録されている「作業指示書」の一覧が表示されます。

③［受付日］をクリックすると、作業指示書のメンテナンス画面が表示され、追加の

入力が行えます。

⇒「作業指示書の作成・更新」を参照

21/04/23
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４．１０．１２ 保証金管理表

登録されている保証金の一覧表を作成します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①機能

1.得意先ごとの明細を作成します。

2.合計のみを作成します。

②範囲

抽出したい得意先の範囲を指定します。

省略すると、全部を対象にします。

③担当指定

0.指定無し

1.保証金を預かった担当者コードで抽出します。

2.保証金を精算した担当者コードで抽出します。

④日付指定

0.指定無し

1.指定の日付は、保証金の預日です。

2.指定の日付は、保証金の精算日です。

3.指定の日付は、保証金マスタの更新日です。

4.指定の日付は、預り保証金を入力（＝登録）した日付です。

5.指定の日付は、保証金の精算入力を行った日付です。

21/04/23
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⑤分類方法

印刷の順番を、１～５で指定します。
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４．１０．１３ 保証金未精算チェック

解約などを行った得意先に対して、保証金がどうなっているかをチェックするための

リストを印刷します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①機能

1.保証金の登録はされていないが、残高のある得意先をリストします。

2.保証金の登録があり、残高もある得意先をリストします。

3.保証金の登録があり、残高のない得意先をリストします。

4.保証金の登録がなく、過入金（マイナス残高）になっている得意先をリストします。

②事業所範囲

抽出したい範囲を指定します。

省略すると全部を対象にします。

③解約日

当日が表示されていますが、変更することができます。

この日付までに解約した得意先をリストします。

④印刷順

印刷する順番を、１～３で指定します。

⑤状態コード

☑のついている状態コードの得意先をリストします。

21/04/23

保証金未精算チェック



4.8.6-1

４．１０．１７ サンクスポイントの管理

ガス、灯油、その他の売上内容について、それぞれ、ポイントを付加し管理するものです。

この機能を使用するには、「システム定数」で、それを使用する設定をしておく必要があり、

さらに個々の得意先に対して、ポイント管理の有無を指定する必要があります。

［必要な設定］ ①システム定数 ポイント基本

②得意先マスタ ポイントを付与する得意先

③商品マスタ ポイント対象の商品

(1) 準備

(a) システム定数での登録

サンクスポイント (0=使用しない、1=使用する） 有効月数

ｶﾞｽ1M3 器具千円 灯油千円 (ﾎﾟｲﾝﾄ数)

で、サンクスポイントを使用する。（＝１）にします。

さらに、 ガス 1m3 で検針売上の１m3に対してのポイントを指定します。

ガス0.1m3 でのポイントにすることもできます。

同様に 器具の売上げ千円に対してのポイント、灯油売上千円に対してのポイントを

を指定します。

ポイント数＝０の場合は、その項目は使用されません。使用量、金額は、月次更新の際に

合計されて、当月のポイントになります。

例えば、灯油千円＝１ポイントとした場合、８００円を月に３回売上したならば、２４００円

となるので、２ポイントです。

有効月数：当月を含めないポイントの有効期間月数を示します。

００ ：有効期間数管理を行わないことを示します。（標準）

21/05/19

サンクスポイントの管理



4.8.6-2

０１～２４：保存する期間を示します。（オプション機能）

● 灯油については、商品コードの既定値を登録しておく必要があります。（システム定数の１

画面目）。商品コードは、通常８桁ありますが、先頭から５文字だけを比較の対象とします。

(b) 得意先マスタでの登録

「得意先マスタメンテナンス」で、ｻﾝｸｽP＝１（有り）にします。この指定がされていないと

該当顧客にサンクスポイントの管理は行えません。

［登録・更新画面の一部］

● サンクスポイントは、月間で、９９９９９ポイントが最高値です。累計の最大値は、

９９９９９９です。卸先など、売上の大きい得意先に設定すると、桁落ちする可能性が

あります。

(c) 商品コードの設定

基本的には、すべての商品が対象になりますが、カウントしたくない商品については、

「商品マスタメンテナンス」で設定を行う必要があります。

このような商品については、

サンクスＰ ＝ ９ （対象にしない）

を設定します。

消費税コード、値引きコードなども同様です。

21/05/19

サンクスポイントの管理



4.8.6-3

(2) 更新タイミング

サンクスポイントは、月末締め処理の実行時に、前回締め処理後の売上明細について、

ガス検針

灯油売上

その他売上

について、指定のポイントを計算し、管理ファイルに書き込みます。

ポイントは、特別指定（オプション）の場合を除いて、自動的に削除することはしません。

「清算処理」を行ったときに、ポイント数の調整を行います。

(3) ポイントの清算

(a) 清算プログラム （詳細は「サンクスポイントの精算」を参照）

得意先を呼び出すと、現在のポイントと清算履歴（４回まで） が表示されます。

精算日、商品、その商品の数量（０でもよい）、清算するポイント数を入力します。

「確認」でＹＥＳとすると更新されます。

どの商品を何ポイントで清算するかは、使用者に任されています。

現在のポイントを直接修正したいならば、［現在ポイント数］をクリックすると、

累計と、清算済みが変更できます。

● 清算履歴は、表示は４件までです。それ以上になると、１行ずつスクロールして消えていき

ます。 一度消えたものは、元には戻りません。

21/05/19
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4.8.6-421/05/19

サンクスポイントの管理

(b) 清算内容は販売台帳に表示されます。

(4) 一覧表での現在ポイントの確認

一覧表、またはテキストデータで得意先ごとのポイント数が確認できます。



4.8.6-521/05/19

サンクスポイントの管理

(5) 問い合わせ画面での確認

問い合わせ画面で、ポイントの表示がサンクスポイントを示します。

(6) ハンディ検針伝票

お知らせ欄に、現在までのポイントと確定年月を印字します。

今回のガス料金は、含まれません。

●使用できるハンディプログラムは限られています。

使用する前に確認してください。



4.10.17-1

４．１０．１８ サンクスポイントの精算

たまったポイントを「商品」と交換します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①得意先コード

精算入力したい得意先のコードを入力します。

②現在のポイント内容が表示されます。

③「今回精算」で、日付と商品コードを入力し、適用するポイント数を入力します。

上記の例は、当月に１件の入力を行った後の状態です。

内訳の更新は、「月次更新」を行ったときに、当月のポイントの加算とともに同時に

行われます。

次の画面は、月次更新を行った後の状態です。

21/05/19
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２４ヶ月表示のポイントは、古い方から、５００ポイントが精算され、新しい月のポイントが

追加されています。

21/05/19

サンクスポイントの管理
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４．１０．１９ サンクスポイントの初期値作成

サンクスポイント管理を始めるときに、過去の明細からポイントを初期化することができます。

この処理を行わなければ、設定を行った月が開始となります。

すでにポイント管理を行っていても、売上明細から再設定することも可能です。

(a) 画面

(b) 操作方法

①開始年月

始まりの年月を指定します。

終了の年月は、現在のシステムの年月なので変更はできません。

最大の日付範囲は、２４ヶ月です。

②得意先コード

初期化したい、得意先コードを指定します。

これを省略すると全体が対象になります。

21/05/19

サンクスポイントの初期値作成



4.10.22-1

４．１０．２２ 解約マスター作成 （得意先コードの変更／引っ越し）

このプログラムは、主に、引越や解約時に使用します。

付帯機能として、コードの変更も行えます。

(1) 解約マスターの作成

(a) 画面

(b) 操作手順

①担当者の入力を行います。必須です。

②機能の入力

１．現在のコードを別のコードに変更する。

得意先に従属していたデータはすべて新しいコードに引き継がれます。この機能は、主に、

得意先の並び順を変更したいときに使用します。

コードの変更と同時に、「解約」状態にすることもできます。

現在のコードは削除されます。

２．引越時に使用します。

現在のコードを別のコードに変更する。現在のコードは「空き家」として残す。

販売管理の対象となるデータが、新しいコードに引き継がれます。配送容器情報や、保安

情報、指針情報は、旧のコードに残ります。

同時に、器具データ（燃焼器具）を、新コードに移す／移さない

保証金を、新コードに移す／移さない

の指定ができます。

リースについては、元のコードに残しておくかどうかを、リースの明細ごとに、リース

得意先ｺｰﾄﾞの変更/引っ越し



4.10.22-2

マスタで指定ができます。

３．保証金で、売掛金だけを精算したいときに使用します。

４．マスタを単に「解約状態」にするだけの機能です。

③コードの指定は、○○○ から △△△ までとして行います。

機能の１，２を使用する場合は、必ず両方のコードを指定しなければなりません。

○○○のコードは、存在しなければなりません。△△△は存在していてはいけません。

④解約日は、変更することもできます。

⑤２，３の機能を使用するときに、「保証金の精算」を指定することができます。日付を入力す

ると、その日付で精算したことになります。

⑥「請求書」．．．「自振停止」については、次のようにできます。

左側の列に、現在の内容が表示されます。「-->」の右側は、どのように変更されるかが表示

されます。最右列は、移行後の新コードがどのようになるかを示します。

修正することも可能です。

＜補足説明＞

解約マスターの作成で、コードの複写を行ったときには、元のコードには、「状態」に（Ｙ）が

入り、複写先のコードには、（Ｚ）が入ります。

Ｙ....検針伝票は発行される。リースマスタが登録されていても、リースの請求はしない。

名前が「空き家」になっているが、新しい人が入居しているかもしれないので、と

りあえず検針に伺うという状態。

Ｚ....検針伝票は発行されない。リースの請求も行われない。このコードは、いづれ売掛

金等が精算され、マスターを削除することになるという状態。

。これは、「月末締め処理」で、未請求の明細を自動的に、複写先の請求書区分は、３にします

請求済みの状態にするためです。（もともと請求区分が０の得意先）

新しい人が入居したときには、「得意先マスタメンテナンス」で、得意先名を変更するときに、

にして下さい。状態コードは「０」（＝使用中）

配送情報には、交換時の指針、使用量、設置容器の種類が元のコードに残ります。係数値、

安全率、３年間の使用量は消えます。

得意先ｺｰﾄﾞの変更/引っ越し



4.10.23-1

４．１０．２３ 解約マスター復旧

このプログラムは、「解約マスター作成」で「引越」状態にした得意先を元に戻すために使用

します。

「空家」にしたマスターに入居などの処理（名前の入力、検針の入力）を行った後には使用で

きません。

(1) 解約マスターの作成

(a) 画面

(b) 操作手順

①担当者の入力を行います。必須です。

②対象得意先

現在、空家になっているコードを入力します。

コードが正しければ、解約先に、引越で移動したコードが表示されます。

③「確認」が表示されるので、実行してよければ、「Ｙｅｓ」とします。

解約先にコピーされていた内容が全部戻されます。

解約先で作成されていた、内容はコードを含めて削除されます。

得意先ｺｰﾄﾞの変更/引っ越し


